
前橋における夏季の快，不快指数と体感の関係

ば同様である．現在の日本の夏着は昔より薄着となって

おり，戸外では風も大抵いくらかあって，また炭酸ガスな

どの不快なガスも少いだろうと思われるのに，この資料

では平均値ではあるが指数78以上は相当不快になってい

ることから考えると，日本人の方が暑さに適していると

言われていることは一寸うなづけないが，日本人は不快

になってから我慢強いのかも知れない．また合衆国では

厚着，毛深かで窓を割合開けない影響なども考えられる．

　不快指数設定の目的は快の方には無いのかも知れない

が快，不快の良い指数とするには日本では夏は窓を開け

てある揚合が多いので，風速も考えに入れた方がよいと

思われる，しかし風を考えに入れたヤグローの実効温度

やブユツトナーの示度などはこんど行なった夏の体感7

階級には快指数1より対応はずっとよくない．

　7．　結　　語

　前橋における夏季の快，不快指数と体感の関係につい
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て述べたが，気象要素と体感の関係は人種や所により若

干異り，また季節変化もするので，一般に対して体感に

ついての予報を発表する場合には快，不快指数またはそ

の他の体感温度を示すより，体感（S）の階級を示した

方が意味がある．気象要素との関係が季節変化すること

については四季別ぐらいに関係を求めれば用は足りると

思われるが，次の機会にそれを行い，年変化曲線も作成

して見たいと思う．

参　考　文　献

1〉　Robert　L　Hendrick，　1959：　An　Outdoor

　　Weather－Comfort　Index　for　the　Summer
　　Season　in　Hartford，　Connecticut．　Bulletin

　　of　the　American　Meteorological　Society，

　　Vo1・40，No・12，P・620～623．

2）　神山恵三：（1960）　不快指数と体感温度との関

　　係，天気，7，9

気　象　界　消　息

　1．　気象大学校

　専問学校令によつて専間学校とされていた気象技術官

養成所は，昭和26年4月1日に廃止され，新たに部内職

員の研修機関として気象庁気象研修所が生まれ，主とし

て職能研修を行なつてきた．昭和34年4月からはさらに

高等部を設置し，短期大学程度の基礎教育および気象業

務に必要な専問教育も行なつて来たが，今年昭和37年4

月1日以後名称を気象大学校とすることになった．

　2．　寺田氏マニラに出張さる

　気象庁海洋気象部長寺田一彦氏「東南アジア地区海洋

学研究機関代表者会議」に出席するため，3月3日から

3月9日までマニラに出張された．

　5　北岡氏琉球に出張さる

　気象庁高層課長北岡竜海氏は，上高層気象観測の技術

指導および設置機の点検を行なうため，3月15日から3

月25日まで琉球に出張された．

　4．　和達長官海外出張

　本学会理事，和達気象庁長官は，5月21日から23日ま

でワシソトソで開かれる、日米科学委員会”および5月

29日から6月24日までジェネーブのW．M．0．事務局で

開かれるW．MO。、第14回執行委員会”に出席「し，帰

路連絡協議のためイソド気象局に立ち寄られる．このた

め5月19日から6月29日まで出張される．

　5．矢崎氏サウジアラビアに

1962年5月

　気象庁研究所の気象測器研究所矢崎好夫第3研究長室

はサウジアラビァのW．M．O．気象専問家に就任するため

5月5日出発，1力年間滞在される．

　6．　アメリカの核実験

　アメリカ合衆国は4月26日（木）ハワイ南方のクリス

マス島近くで大気中での核爆発実験を行なった．その後

一連の大規模な核実験が行なわれつつある．アメリカ合

象国の発表によると，第1回の実験では4月26日0時45

分飛行機から投下され大気中で爆発，規模は中型（20キ

ロトソー1メガトソ級）であるが，微気圧波はわが国の

どこの観測所でも観測されなかった．

　7．　東京に水不足

　東京地方は去年の夏以来の総降水量が少なく，その上

近来消費量が大きくなったため，東京の三大貯水池の水

量は，5月10日にはその容量の約1／5にまで減少した・

　8．　国際火山学会開かる

　噴火予知に関する国際火山学会議が，5月9日から19

日まで，東京の日本都市セソター，浅間山晴山ホテルお

よび箱根山観光会館で開かれた．また22日から25日まで

3班に分れて，それぞれ九州，北海道，伊豆大島の火山

観測所などを見学した．主催は日本学術会議，国際測地

学地球物理連合，国際火山学協会で，日本火山学会が全

面的に協力して行なわれ，参加国は20余国，著名な外国

火山学老約70名，日本の専問家約130名が参加「した。
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